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１ ． ゲ ス ト コ ー ナ ー （ １ ） 公 益 社 団 法 人  日 本 警 察 犬 協 会  公 認 訓 練 所  ド ッ グ サ ポ ー ト           

ランティス 代表の大畑嘉子さん〈64 陽会〉 

 大畑さんは浜山小学校、吉田中学、兵庫高校。兵庫高校では茶道部。高校時代は笑っていたイメージし

か残っていない。本日同席の 2 人の茶道部員と今も一緒に遊んでいる。岩崎さんは大畑さんが男女関わら

ず人気者であったことを覚えている。石田さんも大畑さんが来ると更に楽しくなったという想い出しか残

っていない。その後愛知学院大学商学部に進み、卒業後すぐに結婚した。ご主人が静岡出身で静岡で生活

をした。 

 

 阪神大震災時は静岡在住で、朝テレビをつけた途端神戸で大変なことが起きていると言っていた。静止

画のみで実家に電話しても繋がらず、静岡は地震の警戒はしていたが、神戸で大地震は予想していなかっ

た。神戸を訪ねたのは子供の春休みの時で家族全員で来た。祖母と両親は無事で、岬公園の近くで食堂を

しており、家も無事で自宅で避難生活をしていた。食堂のため食料もあり、隣人がストーブを持ってきて

くれたり、水はボランティアが運んでくれた。子供は浜山小学校でボランティアの手伝いをし、いい経験

をした。 

  

母親が 5 年前に脳出血で倒れ、神戸の病院に通っていたが大変だったので静岡に引き取った。食欲がな

くなって元気がなくなった。あまり長くないなら近所の人に会える、母親の兄弟のいる神戸に戻ってくる

と滅茶苦茶元気になった。左半身不随のため一日中誰かの介護が必要のため、今大畑さんは神戸に在住で、

静岡に用事がある時のみ帰っている。家族が神戸と静岡を行き来している。 

 

元々猫は好きで犬は嫌いだった。ご主人が神経質な人で家で猫を飼うことに反対した。息子は動物が好
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きでハムスターや亀を飼っていた。息子が世話をするから犬を飼いたいと言い、シェパードをもらってき

た。元の飼い主は展覧会用の犬を作っており、家で繁殖した時 10 頭ほどの犬が生まれるが、展覧会に出

せるかどうかは、骨格、歯など生後半年ほどで決まるので、見込みのない犬は誰かに引き取ってもらった

り、売ったりする。ミカン箱の 2 倍ほどの箱を持ってもらいに行くと、3 か月の子犬にも関わらず柴犬の

2 倍ほどに成長していた。夜中に箱の中から飛び出し大騒ぎになった。 

 

4 か月ほどで 40 ㎏になり、息子は中学になると家にあまりいなくなり、大畑さんが散歩に連れていく

と、近所の人から乗っていった方が速いのではと言われ、公園に行くと小さな女の子が「ママあれいぬち

ち（イノシシ）だよね」と言われ、餌を与えすぎたこともあり言うことを聞かないので訓練士を探した。

通いの訓練士に半年間の訓練を頼んでいたが、4 か月経つと教えることは何もないと言って来なくなった。

4 歳になった時大畑さんが訓練士になるきっかけになった今の師匠の訓練士に出会った。その人は教室で

5 頭ほどを飼い主と一緒に訓練していた。教室に通いだして大畑さんの犬はどんどんよくなった。展覧会

用の犬は血統のいい犬を掛け合わすので短命や奇形が出ることがあり、最初の飼い犬のランティスも短命

で 4 歳でぽっくり死んだ。次は柴犬にしようと思ったが、教室の先生に相談すると柴犬はいないと言われ、

それならいらないと言った時、その場に来ていた協会の偉い人が、さみしいやろうから 1 匹持っていった

らと言って犬小屋と一緒に車に強引に積み込まれた。取りあえず 1 週間持って帰れと言われ、その後返し

に行くと犬がさみしそうな顔をした。子どもたちにも慣れて情が移っていたので、その犬を飼うことにし

教室にも通った。 

 

その犬はどんどん実力をつけ、警察犬の資格を取るた 

めの色んな試験をクリアし、大畑さんを警察犬訓練士に 

なるよう導いてくれた。犬がどんどん良くなってきたあ 

る日、子どもも高校生、中学生になり手が離れた時で、 

先生から土日教室のお茶を出すだけでいいので手伝って 

ほしいと言われた。大型犬が流行っていたころでその教 

室はシェパード、ゴールデン、ラブ、シェパードがおり 

4 隅に離して置いていた。ケンカしないようその間に立 

っていて下さいと言われた。犬がウーと唸り声を出すと 

先生はかわいらしい声で「いけない」と言うと静かにな 

る。とても格好いいと思った。先生は細くてきれいで    大畑さん（左）と訓練士の師匠（右） 

ファッショナブルな服装であるが、腕を食いちぎるくらい凶暴な犬も訓練できる人であった。この先生に

出来るなら大畑さんも訓練についていけるのではと思った。前の訓練士は大きくて太ったレスラーのよう

な人で、犬を力任せに抑え込める人であった。言うことを聞かない時はチェーンで鼻のところを殴ってく

れと教えられた。チェーンで殴ろうとしたが犬は素直に殴られることはなく、自分の足に当たってしまっ

た。 

 

訓練を重ねることで犬がどんどん良くなり、審査員の偉い先生や協会の人から、教室で教えているし、

警察官の仕事を手伝う嘱託試験もとったのでプロになるしかないやろと言われた。そのような人達が推薦

人になり東京上野の警察犬協会で試験を受けた。子どもの頃からペーパーテストは得意で、99.8 点は今

までの最高点と言われた。 
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 警察犬の訓練は「服従」「警戒」「臭気選別」「足跡追及」があり、「服従」は言うことを利かすためのも

ので、座れと言われると瞬時に座り、解除しない限り座り続けないといけない、人の言うことを聞かない

という飼い主は解除しないから。全国大会でトップになるような犬は 100 点からの減点法で 99.8 点を

とる。伏せて待ての場合、指導手が隠れてもじっとしていなければならない。「警戒」は犯人を凝視してい

なければならない。指導手の方をちょっとでも見ると減点になる。犯人が抵抗してくると噛んでもよい。

噛んだ場合絶対離してはならない。振り回され殴られても離してはいけない。犯人が抵抗を止め指導手が

止めと言った途端ぱっと離す。犯人が動くと吠えて噛んでもよい。しかしよそ見してはダメ。離した時も

じっと見ていなければいけない。「物品看手」は前に置いたスーツケースを守れと命令する。犯人がちょっ

とでも手を出したり寄ってくると唸る。手を出すと噛んでもよい。鼻事（匂い）には「選別」と「足跡追

及」があり、「選別」は裁判の証拠品になる。5 つの匂いを作る。ビニールの中に無臭の布と犯人の靴下を

入れ 2 時間経つと匂いが移る。同じようにしてシャツの匂いをとる。靴下を 5 つ並べ、犯人の匂いをシャ

ツからとったものを犬に嗅がせ、靴下の同じ匂いをとってこさせる。冤罪を防ぐためにゼロ回答という訓

練があり、匂いを嗅いで何も持たずに戻ってこなければいけない。行方不明の人を追いかける「足跡追及」

は犬に任せるのが大事。警察官から見ると行くはずがないと思うようなところを探す。 
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以前静岡でお爺さんが行方不明になり裕福な家庭でヘリコプターまで出して大々的に捜索したが見つ

からず、足跡追及の依頼があった。犬はどんどん進み側溝の中に入って行き、T 字路のところでお爺さん

が丸くなって挟まっていた。子供が 2 人いなくなった別のケースでは、いなくなった山から探しに行った。

警察官にここまでは捜索済みのという場所に案内してもらい、その先は子供の靴下の匂いを探させるとフ

ェンスの向こう側に行こうとした。警官はその方向は道ではないから探す必要はないと言った。犬の動き

に従いフェンスをくぐって探した。しばらくすると子供が見つかったという連絡が入り、経路を聞くとフ

ェンスをくぐって下に降りたが途中で嫌になり泣いているところを保護されたということがあった。自殺

した人もフェンスの向こうで亡くなっていた。犬の射程距離は半径 2 ㎞と言われておりその範囲に人がお

れば発見できる。亡くなっておれば更によくわかる。捜索のスタートポイントを誤らなければ結構な成績

は出せる。 

 

 行方不明者の捜索を警察犬を使ってほしいと警察に依頼できるかについて、山の場合は個人的に頼むこ

とは出来るが伝手がないと難しい。まず警察を頼って犬を出してほしいと頼む交渉をするしかない。警察

官によっては気軽に出してもらえる。兵庫県はいい警察犬がいる。料金が発生する場合がある。 

 

２．ミュージック ： たかとり救援基地復興隊 「夢光る町神戸を」 

 

 

３．ゲストコーナ－（２） 

 犬は匂からどのような情報を得ているかについて、香水や消臭剤で犬を誤魔化せるのではと言われるが、

そうではない。足跡の匂いからこの人は若くて痩せていて気性の強い人とか、ちょっと女ポイとか人間が

目で感じるような沢山の情報が匂いに入っている。公園で匂いを嗅いでいるのは他の犬の匂いで、この匂

いから若くてきれいないい犬とか、この犬なら勝てるとか、など多くの情報量が入っている。人間の 2 万

倍とか 4 万倍とか言われるが、匂いの強さではなく匂いに含まれる多くの情報を得ている。 

 

 猫と犬の違いは、猫は嫌だと思ったことに対しては、決して言うことをきかない。犬は集団で生きてい

るので、自分がリーダーと決めた犬や人に対しては嫌なことを命令されても従う。犬にとってのリーダー

は、ただ好きというだけでなく、人間が神を崇めるように、大好きや尊敬また恐れ多い怖さを持っている

存在である。それがいいリーダーである。猫は集団で行動するのではなく、言うことも聞かず、猫につい

て来いというのは無理がある。猫は集団でも発情期は重ならず、一方犬はだんだん重なってくる。大畑さ

んは猫はぺろぺろくっついてこないので猫が好きである。猫をかわいがってその後犬に移っても、犬とは

信頼関係が出来ているので、この匂いは何かと嗅ぎたがるが、やめてと言うとひつこく嗅ぐことはない。

服従が出来ているかどうかによる。 

 

 今は母親の介護をしているので、犬の競技会や捜索活動に行っている時、母親から帰って来てと電話が

あるので犬の訓練はしていない。いじめられっ子が家に帰って来て、犬をギューッと抱きしめて毎日泣か

れると、このような不安な気持ちで抱きしめられた犬は精神的に不安になり、噛む犬になる。セラピード

ッグは人間の不安な気持ちを受け入れられるおおらかな犬である。人間も集団で生きている動物で、人間

もお母さんが毎日泣いて子供を抱きしめると、子供はとてもつらい不安な気持ちの子になる。 
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 大畑さんは神戸市男女協同参画推進員の活動をされている。昨年男女協同参画のセミナーがあり、応募

用紙に作文を書く必要があり、ダメと思ったが採用された。セミナーは面白く、LGBT、性暴力、パワハ

ラ、セクハラ、などについて朝の 10 時から夕方 4 時まで講師から話を聞いた。以外に面白いと思いその

後の会合に参加し、最後にグループごとの研究発表が 12 月に行われ、大畑さんグループは最終選考で選

ばれ、3 月に事業を立ち上げた。研究発表の時に大畑さんは班長になり、班長として気をつけたことは、

すべてのメンバーの意見を聞き取ることで作り上げたプロジェクトで、他のグループも華々しく頑張って

いたが、予想外に選ばれ、事業「地域で活躍する女性リーダーを増やそう！！」を立ち上げ、朗読劇「そ

れは女のすることちゃうやろって、ホンマなん？」を発表した。内容は自治会の役員を決める時の話で、

会長が「のどが渇いたから誰かお茶を持ってきて」と言うと、女の人が持ってくる。ぬるいとか文句をた

らたら言われ、次の自治会長は男の人は誰もなってくれないので女性を推薦すると「女はあかんやろ」と

言う。その人が家に帰りお爺さんおばあさんに相談すると止めといて、女のくせに出しゃばらんといてと

言われる内容で問題提起をした。朗読劇の後実際に女性自治会長になった 3 人と一般の参加者とのディス

カッションをした。その時のコーディネーターが小川真知子さん（NPO 法人 SEAN の理事長）で、問題

提起をしてもらった。今までの勉強会で一番良かったと言ってもらえた。 

  

今年はメンバーが 27 人いるので令和元年度の事業として 2 つの事業を行う予定で、第 1 回目の事業

が明日 10 月 27 日に「自分らしく生きるヒント 無意識の壁をとっぱらう」というテーマで、あすてっ

ぷ KOBE2 階のセミナー室で 14 時～16 時に開催される。無意識の壁は例えば A さんから相談を受け

ました。A さんは保育士です。パートナーはトラックの運転手、結婚前は育児も家事も手伝うと言ってい

ました。いざ子供が生まれると何もせず、話し合いをしても仕事が忙しいと言い、離婚も考えている。こ

のような状況にあなたはどういうアドバイスをしますかとみなさんに問いかける。多くの人は A 子さんは

女性で一人で子育てしているイメージを基に、離婚する前に話し合いをしよう、離婚してしまえなどいろ

んな意見が出る。A さんは女性と明確にされていないので、男性かも知れない。多くの人は A さんを女性

と決めてしまうことが無意識の壁となっている。保育士は女性で子育ては女性、仕事が忙しいのは男性、

育児より仕事を優先するのは男性と思い込んでいる。これはおかしいと思い、考え方を変えていく必要が

ある。大畑さんの娘さんは、結婚には夢も希望もないと言っているので、このような観点で話し合いたい

と思っている。これから子育てをしていく人たちが生きていきやすい社会になっていけばいいですね。 

 

４．こぼれた話こぼれなかった話：島田叡さん荒井退蔵さんの映画が製作されます！ 

（１） みなさん、ビッグニュースです！ 

母校兵庫高校の戦前神戸二中の大先輩、戦中最後の沖縄県知事だった島田叡さんのことを語り継い

でいますね。戦地だった沖縄、島田さんの出身地兵庫、沖縄で同じく奮闘された荒井警察部長さん

の栃木、この３県を中心に顕彰と交流活動が続けられています。 

（２） 記憶に新しいのは、６年前のＴＢＳドラマ『生きろ～戦場に残した伝言～』の放映、４年前には兵

庫・沖縄友愛戦後 70 年記念事業で県民交流団として沖縄行き、同じ年ＮＨＫ・ＢＳで『英雄たち

の選択“命どぅ宝・沖縄県知事島田叡からの伝言”』放映、また３年前にはＴＢＳが『７０年目の

島守』を放送しました。 

（３） で、この度、３県の地元マスコミなどが協力して、沖縄戦を描いた映画『島守の塔』の製作が決ま

りました。兵庫県の神戸新聞・サンテレビ、沖縄県の琉球新報社・沖縄タイムズ社、栃木県の下野

新聞社の協力で製作委員会が発足しました。 
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委員長には沖縄県の元副知事嘉数昇明さん、監督には五十嵐匠さん、脚本は柏田道夫さんで、キャ

スティングはこれからです。映画は２０２０年来年秋の予定です。 

（４） ２人の英雄を主役に、沖縄県民の目線で空襲、艦砲射撃、激烈市街戦、逃避行で２０万人以上の犠

牲者を出した実像に迫ります。 

完成後、映画館での上映やサンテレビでの放映、ＤＶＤ化が考えられているでしょう。３県の各県

の高校等で若い人たちにも見ていただきたいのでＤＶＤ全校配布もいいですね。楽しみです。 

 

５．地域瓦版 

・10 月 27 日（日）兵庫高校同窓生のホームカミングデー開催、10 時～15 時。 

場所は武揚・ゆ～かり館。神戸二中、県四高女、兵庫高校卒業生はどなたでもご参加ください。 

10 時半から山本理貴さん（102 陽会）のヒューマンビートボックス 

13 時半から『未来社会を創造するグローバルリーダー育成をめざして～創造科学科の取り組みを 

中心として～』ＳＧＨ推進委員長 大前吉史先生（69 陽会）の特別講演。 

校内ツアーや校内食堂をお楽しみ下さい。 

 ・11 月 19 日（火）～21 日（日）、吉田公彦さん（57 陽会）の水彩画展が北野坂のダイヤモンド 

ギャラリーで開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送音声は、FMYY の HP および「ゆうかりに乾杯」の HP で視聴いただけます。 

https://tcc117.jp/fmyy/?cat=51   http:// yukari-ni-kanpai.sakura.ne.jp/ 

 


